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背 景 
 佐賀県では平成18年度より全中学1年生に

対し学校医を中心とした防煙教育を実施し、
本大会で発表している。 

  中学１年生の喫煙経験率は６％であり、防

煙教育を小学校高学年へ拡大する必要性が
示唆されていた。 

 教育委員会、県庁及び学校医の協力のもと、
平成22年度より、全小学6年生に対し、防煙教
育を開始することが出来た。 

 

  



目 的 

１．小学校６年生の喫煙や受動 

  喫煙の状況の把握 
 

２．佐賀県下全小学校６年生へ 

  行っている防煙教育の効果 

  などを明らかにする 



方 法  

 対象小学校：１７３校中１５３校 
 対象生徒  ：小学校６年生 
 参加人数  ：７,５８５人 
 （男子３，８６１人、女子３，７０７人、不明１７人） 

  
   生徒に対するアンケート調査： 
                          講義前後に実施 
 教 材：主に佐賀県医師会作成スライド 
  

 



    

  小学校児童用教材 



小学生高学年用 



 第１問 

 タバコのけむりには、 

 体に悪いものが 

 どれだけ入っている 

 でしょうか？ 



し ゅ  る い 

し ゅ  る い 

し ゅ  る い 

し ゅ  る い 

 ① ２種類   

 ② 20種類  

 ③ 200種類 

 

 

 

 

   

何番だと思いますか？ 

し ゅ  る い 

し ゅ  る い 

し ゅ  る い 

                                                                      しゅ    るい 

正解は200種類 



タバコは 

毒の缶詰 
ニコチン 
(依存性がある) 

タール 

(発ガン性がある) 

粒子成分 ガス成分 

一酸化炭素 
(全身の細胞に 
 酸素不足をおこす) 
 

窒素酸化物 
アンモニア 
ホルムアルデヒド 
(刺激性がある) 
 

ニトロソアミン 
(発ガン性がある) 

                                 どく           かん   づめ 

タバコは毒の缶詰 !! 

どく  か ん  づ め 

りゅうしせいぶん 
せいぶん 



友だちなどから、 

タバコをさそわれてたら、 

君はどうする？ 

 

 

 

 

   



12 



13 



 

 教材は佐賀県医師会 

 ホームページから 

 ダウンロードできます。 

 ご利用下さい。 



 



 



防煙教育実施前の 
アンケート結果 



タバコを吸ってみたい・吸ったことがある割合 
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タバコを吸ったきっかけ  
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初めて吸った時期 
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タバコの害に知っていると答えた頻度 
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喫煙の害を知っていると答えた頻度 
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 周囲の喫煙者の割合と喫煙者 

67 

47 

15 17 

5 
2 1 

68 

48 

15 16 

5 
2 1 

66 

47 

16 17 

5 
3 

1 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

全体 

男子 

女子 

（％） 



防煙教育実施前後の 
アンケート結果 



社会的ニコチン依存度調査票（KTSND-J)を用いた評価 

社会的ニコチン依存：喫煙を美化、正当化、合理化し、またその害を否定することにより、
文化性を持つ嗜好として社会に根付いた行為と認知する心理状態 
 

（１）タバコを吸う人は、やめたくてもやめられないでいると思う。 

（２）タバコを吸うことは大人っぽくてかっこいいと思う。 

（３）タバコはお茶やコーヒーのように味や香を楽しむためのものだと思う。 

（４）タバコを吸う生活も大切にするほうがよいと思う。 

（５）タバコを吸うと生活が楽しくなることもあると思う。 

（６）タバコを吸うと、からだや気持ちにいいこともあると思う。     

（７）タバコ吸うと、気分がスッキリすることもあると思う。   

（８）タバコを吸うと、頭のはたらきがよくなると思う。    

（９）お医者さんや学校の先生は『タバコを吸ってはダメ』と言いすぎると思う。 

（10）灰皿が置いてあるところなら、タバコを吸ってもよいと思う。 

 

（配点）問１：思わない(3)、あまり思わない(2) 、少しそう思う(1)、そう思う(0) 

    問2-9 : 思わない(0)、あまり思わない(1) 、少しそう思う(2)、そう思う(3) 



 講義前後のKTSND-Jスコアの分布 
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4.85 3.05 P<0.000
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講義前のKTSND-Jスコアの分布 (全体） 
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2010年佐賀県小学6年生調査 



講義前のKTSND-Jスコアの分布（性別） 
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平均点 5.22 4.47 P<0.0001 

０点の割合 15.2 (%) 14.8 (%) P=0.70 

2010年佐賀県小学6年生調査 



講義前のKTSND-Jスコアの分布（受動喫煙別） 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

受動喫煙なし 

受動喫煙あり 

(%） 

受動喫煙 
なし 

受動喫煙 
あり 

P値 

平均点 4.41 5.07 P<0.0001 
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自分は将来タバコを吸っていると思う割合（％） 
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自分は一生のうち、少なくとも1度くらいは 

タバコを吸うと思う割合（％） 
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講義の中で印象に残ったこと・思ったこと  
(自由記載を集計） 

位 内容 人数 

1 真っ黒な肺や肺ガンの写真 467 

2 １３歳からタバコを吸って３４歳で発病２か月で亡くなった人の話 199 

3 タバコは絶対吸わない、吸いたくない、怖い、嫌なもの 189 

4 タバコに有害物質がたくさん含まれていること 136 

5 タバコを吸う女性の顔写真 110 

6 タバコが原因で足の指が腐れて切断された写真 107 

7 周りの人に害がある、周りの人も病気になること 88 

8 タバコを吸って真っ黒になった歯や歯肉の写真 76 

9 ウサギの血管が受動喫煙で収縮する映像 53 

10 タバコを吸うと寿命が縮むこと 52 



 

防煙教育後の子供たちからの手紙 



養護教諭からも 



    ま と め 

１．佐賀県医師会、佐賀県教育委員会、県庁が 

  協力し、佐賀県下全小学６年及び中学１年生 

  に防煙教育を推進している。 

２．家庭での禁煙は、子どもたちの防煙に不可欠 

  である。 

３．学校医を中心とした防煙教育は禁煙に対して 

  有効な手段であり、継続して行う必要がある。 

４．学校での防煙教育は文化を変えうる可能性を 

  もつ。 
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